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Ⅰ 概要

●マリアナ・サラスティ商工観光相代理は，ボゴタにて 3 月 2日から 6日までの日程で

日・コロンビア EPA 第 10 回会合が開催される。また，本会合において原産地規則，

政府調達，制度的事項，知財，電子商取引，工業及び農業にかかるマーケットアクセス

について交渉が行われる旨発表した。

●在コロンビア日本国大使館及び JICA は，コロンビアへのボランティア派遣 30 周年

記念式典を催した。

●東芝は，カルダス県バジェ・マリア市においてコロンビア初となる地熱発電所の

開発実施に係る覚書を ISAGEN（コロンビア国営発電会社）等と締結した旨発表した。

●7 日，アンデス共同体（CAN）は決議第 1762 号を発し，エクアドル政府のカルタヘナ協定

第 98 条に基づくペルー及びコロンビアを原産国とする製品に対する是正措置提案を却下

した。同決議ではエクアドル政府は緊急輸入規制措置を即時撤廃すること等が規定

されている。

Ⅱ 主な出来事

＜国内情勢＞

（１）経済見通し（12 日，当地紙報道）

ANIF（全国金融機関協会）は，2015年経済成長率を 3.8％，2016 年同成長率を 4.3％と

予想した。

（２）国家開発計画（5 日，当地紙報道）

経済社会政策審議会（Conpes）は，2014 年～2018 年国家開発計画を承認し，国会に上程

した。なお，同計画の予算は 703.9 兆ペソ（約 3,060.4 億ドル）となっている。

（３）第 4世代道路網整備プロジェクト（4G）（6日，当地紙報道）

ANI（国家インフラ庁）は，第 2 段コンセッション契約 10 プロジェクトのうち 7 プロジ

ェクトについて入札手続きを開始した旨発表した。なお，7 プロジェクトへの投資額を 10

兆ペソ（約 43.5 億ドル）と見込んでおり，第 2 段コンセッション契約全体では 14.2 兆ペ

ソ（約 61.7 億ドル）と試算している。

バルガス副大統領は，第 3 段コンセッション契約の入札手続きは 2015年 4 月を予定して

おり，14.7兆ペソ（約 63.9億ドル）の投資額になる旨述べた。



（４）企業動向

（ア）東芝（19 日，当地紙報道）

株式会社東芝は，カルダス県バジェ・マリア市においてコロンビア初となる地熱発電所

（出力 50 メガワット）の開発実施に係る覚書を ISAGEN（コロンビア国営発電会社），西日

本技術開発株式会社（West Japan Engineering Consultants）及びシュルンベルジェ株式

会社（Schlumberger）と締結した旨発表した。

（イ）スバル（26 日，当地紙報道）

スバルは，2015 年売上台数を前年比 75％増と見込んでいる旨発表した。

（５）ボゴタメトロ整備計画（4 日，10 日，13日及び 17 日，当地紙報道）

シモン・ガビリア国家企画庁長官は，ボゴタメトロ整備計画は国家開発計画における優

先事項であるものの，昨今の原油価格下落により政府は整備費用の 70％までは支援出来な

い旨表明した。

グスタボ・ペトロ・コロンビア市長はボゴタメトロ整備計画を 2 フェーズに分割する案

を発表した。また，第 1 フェーズの入札手続きは 2015 年第 2 四半期を予定している。

リカルド・ボニージャ・ボゴタ市財務局局長は，第 1 フェーズに係る建設費用は約 11 兆

ペソ（約 47.8 億ドル）であるが，国家開発計画にボゴタメトロ整備計画が盛り込まれてい

ることから同整備計画にかかる建設工事をすぐに開始出来るであろう。また，韓国投資銀

行が駅舎の建設，並びに中国銀行が車両販売に興味を持っている等，外国企業が興味を持

っている旨述べた。

＜対外経済関係＞

（１）対日 EPA 関連（28 日，プレスリリース）

マリアナ・サラスティ商工観光相代理は，ボゴタにて 3 月 2日から 6日までの日程で日・

コロンビア EPA 第 10回会合が開催される。また，本会合において原産地規則，政府調達，

制度的事項，知財，電子商取引，工業及び農業にかかるマーケットアクセスについて交渉

が行われる旨発表した。

（２）対日関連（18日，当地紙報道）

在コロンビア日本国大使館及び JICAコロンビア支所は，コロンビアへのボランティア派

遣 30 周年記念式典を開催した。

（３）対エクアドル関連（2日，5 日及び 9 日，プレスリリース及び当地紙報道）

エクアドル政府はコロンビア及びペルーから輸入する 160 品目について緊急輸入規制措

置の規制対象外としたが，コロンビア商工観光省は1 月 21 日から 28 日に徴収された同 160

品目に係る関税をエクアドルが返還する旨発表した。

マリアナ・サラスティ・コロンビア商工観光省次官及びヘネロ・バルデオン・エクアド

ル貿易省次官によれば，両国政府は 3日，1 月 14 日に閣僚級会合が行われた際に両政府が

提案した原料及び資本財に係る 977 品目について，遅くとも 27日までに緊急輸入規制措置

から除外することで合意した。なお，エクアドル政府は 4 日，同 977 品目を同措置から除

外し，両国政府の合意は効力を発することとなった。



7 日，アンデス共同体（CAN）は決議第 1762 号を発し，エクアドル政府のカルタヘナ協定

第 98 条に基づくペルー及びコロンビアを原産国とする製品に対する是正措置提案を却下し

た。同決議ではエクアドル政府は同規制措置を即時撤廃すること，並びに 1 月 5日から徴

収した税を返還することが規定されている。

（４）対エルサルバドル，ホンジュラス，グアテマラ（16 日，当地紙報道）

アルバレス－コレア商工観光相は，中米 3 カ国（エルサルバドル，ホンジュラス，グア

テマラ）との FTA 発効後 5 年間の貿易収支は黒字であるが，輸出にばらつきがあり安定し

ていない。同 3 カ国に係る市場への輸出促進戦略を立てることが商工観光省に課せられた

使命である旨述べた。

＜経済指標＞

（１）経済活動全般

（ア）実質工業生産指数（DANE 発表）

12 月の実質工業生産指数（コーヒー豆加工を除く）は前年同月比 2.1％であった。

（イ）実質小売売上高指数（DANE 発表）

12 月の実質小売売上高指数は前年同月比＋9.6％であった。

（ウ）消費者信頼感指数（Fedesarrollo 発表）

1 月の消費者信頼感指数（ICC）は，17.9％と前月（22.4％）を 4.5 ポイント下回り，前

年同月比でも 8.7 ポイント下回った。

（２）産業動向

（ア）原油生産量（鉱山・エネルギー省発表）

1 月の石油生産量は日量 103.4 万バレルであり，前年同月比＋2.0％となった。

（イ）コーヒー

（ⅰ）生産（コーヒー生産者連盟（FNC）発表）

FNC 加盟コーヒー生産者による 1 月のコーヒー生産量は 108.8 万袋（1袋＝60kg）となり，

前年同月比で 7.7％増加した。

（ⅱ）価格（国際コーヒー機関発表）

2 月のコロンビア産マイルド・アラビック・コーヒーの価格は月平均 1 ポンド＝1.74 ド

ル（前月は同 1.85 ドル，前年同月は同 1.72 ドル）であった。

（３）物価・雇用（DANE 発表）

（ア）物価

1 月の消費者物価上昇率は＋3.82％（前年同月比，以下同），生産者物価上昇率は

＋1.28％であった。

（イ）雇用

1 月の全国平均失業率は 10.8％と，前年同月の 11.1％より 0.3ポイント改善した。また，

主要 13 都市の平均失業率は 11.8％と，前年同月の12.3％より 0.5 ポイント改善した。

（４）貿易収支（DANE 発表）



12 月の貿易収支（FOB）は，14.52 億ドルの赤字であった。輸出（FOB）全体では，前年

同月比▲28.5％の 37.67 億ドル，輸入（CIF）全体では，前年同月比＋11.2％の 54.89 億ド

ルとなった。



Ⅲ 主な経済指標

（了）

（１）経済活動指数
　　（単位：％，出所：DANE）

13/12 2014/10 2014/11 2014/12

  （ア）実質工業生産指数（前年同月比） 1.5 0.3 ▲0.9 2.1

  （イ）実質工業売上高指数（同） 2.6 1.2 ▲1.9 0.7

  （ウ）実質小売売上高指数（同） 4.1 11.3 8.4 9.6

　（エ）新規建設着工承認面積（単位：万㎡） 208.1 230.4 150.3 252.4

（２）失業率
　　（単位：％，出所：DANE）

14/1 14/11 14/12 15/1

　（ア）全国平均 11.1 7.7 8.7 10.8

　（イ）主要13都市平均 12.3 8.7 9.3 11.8

（３）消費者物価上昇率
　　（単位：％，出所：DANE）

14/1 14/11 14/12 15/1

　（ア）前月比 0.49 0.13 0.27 0.64

　（イ）前年同月比 2.13 3.65 3.66 3.82

（４）政策金利
　　（単位：％，出所：中央銀行）

14/2 14/12 15/1 15/2

3.25 4.50 4.50 4.50

（５）為替（対ドル為替レート）
　　（単位：ペソ，出所：中央銀行）

14/2 14/12 15/1 15/2

　（ア）月初 2,021.10 2,206.19 2,392.46 2,441.10

　（イ）月末 2,054.90 2,392.46 2,441.10 2,496.99

　（ウ）最高値 2,054.90 2,446.35 2,452.11 2,500.59

　（エ）最安値 2,021.10 2,206.19 2,361.54 2,371.31

（６）株式指数COLCAP
    （単位：ポイント，出所：COLCAP）

14/2 14/12 15/1 15/2

　（ア）月初 1,448.74 1,510.06 1,483.89 1,408.20

　（イ）月末 1,520.74 1,512.98 1,389.00 1,367.58

　（ウ）最高値 1,546.07 1,538.88 1,483.89 1,437.03

　（エ）最安値 1,448.74 1,373.03 1,376.17 1,361.95

（７）貿易
　　（単位：百万ドル，出所：DANE）

13/12 14/10 14/11 14/12

　（ア）輸出額（FOB) 5,272.1 4,227.4 3,828.0 3,767.6

　（イ）同　年内累計 58,821.9 47,158.0 51,060.5 54,794.8

　（ウ）輸入額（FOB） 4,715.5 5,584.1 5,113.5 5,220.3

　（エ）同　年内累計 56,622.1 50,754.0 55,867.5 61,087.8

（８）労働者送金
　　（単位：百万ドル，出所：中央銀行）

13/12 14/10 14/11 14/12

386.1 N/A N/A N/A

（９）ガソリン価格
　　（単位：ペソ，出所：鉱山・エネルギー省）

14/2 14/12 15/1 15/2

　　注：ボゴタのレギュラーガソリン１ガロン当たり 8,566 8,402 8,264 7,963

（１０）自動車販売台数
　　　（単位：台，出所：ECONOMETRIA）

14/1 14/11 14/12 15/1

　（ア）単月 22,993 30,747 32,355 21,512

　（イ）年内累計 22,993 296,171 328,526 21,512


